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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　第１導体及び第２導体を有する入力側同軸ケーブルのうちの前記第１導体が接続される
入力側端子部と、
　前記入力側端子部と電気的に絶縁されており、前記第１導体が前記入力側端子部に接続
された接続状態において前記入力側同軸ケーブルの前記第２導体と接触する端子台と、
　前記端子台と電気的に接続されており、前記入力側端子部を収容する内部空間を有する
金属製のハウジングと、
　前記内部空間に収容されている回路基板と、
　導電部材と、
を備え、
　前記ハウジングは、
　　開口を有するボディと、
　　結合構造によって前記ボディと結合されるカバーと
　を備え、
　前記カバーは、前記接続状態における前記入力側同軸ケーブルの前記第１導体及び前記
第２導体を覆い、かつ前記ボディの前記開口を覆うように、前記ボディと結合され、
　前記内部空間は、前記接続状態における前記入力側同軸ケーブルの延長方向から見て、
前記入力側端子部が配置される第１空間と前記第１空間に隣り合い前記入力側端子部が配
置されない第２空間とを含み、
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　前記導電部材は、前記第２空間における前記ボディと前記カバーとの間にある、
　同軸ケーブル用コンセント。
【請求項２】
　前記導電部材は、弾性を有する、
　請求項１に記載の同軸ケーブル用コンセント。
【請求項３】
　前記端子台は、前記ボディに結合されており、
　前記結合構造は、前記端子台と前記カバーとを結合することで前記ボディと前記カバー
とを結合する、
　請求項１又は２に記載の同軸ケーブル用コンセント。
【請求項４】
　前記結合構造は、単一のねじを含む、
　請求項１～３のいずれか一項に記載の同軸ケーブル用コンセント。
【請求項５】
　第３導体及び第４導体を有する送り側同軸ケーブルのうちの前記第３導体が接続される
送り側端子部と、
　前記端子台としての第１端子台と電気的に接続されており、前記第３導体が前記送り側
端子部に接続された状態において前記送り側同軸ケーブルの前記第４導体と接触する第２
端子台と、
　を更に備え、
　前記送り側端子部及び前記第２端子台は、前記内部空間に収容される、
　請求項１～４のいずれか一項に記載の同軸ケーブル用コンセント。
【請求項６】
　前記回路基板は、前記ボディの内壁に隣接する部分で、導電性を有する結合部によって
前記ボディに結合されている、
　請求項１～５のいずれか一項に記載の同軸ケーブル用コンセント。
【請求項７】
　前記入力側端子部と前記端子台との間に位置し前記入力側端子部と前記端子台とを電気
的に絶縁する絶縁カバーを更に備える、
　請求項１～６のいずれか一項に記載の同軸ケーブル用コンセント。
【請求項８】
　前記ボディにおいて前記開口と対向する面に形成された貫通孔から露出し、出力側同軸
ケーブルの芯線が電気的に接続される出力側端子部を更に備える、
　請求項１～７のいずれか一項に記載の同軸ケーブル用コンセント。
【請求項９】
　入力側同軸ケーブルの芯線と電気的に接続される入力側端子部と、
　送り側同軸ケーブルの芯線と電気的に接続される送り側端子部と、
　出力側同軸ケーブルのＦ型コネクタの芯線と電気的に接続される出力側端子部と、
　前記入力側同軸ケーブルの編組線および前記送り側同軸ケーブルの編組線と電気的に接
続される端子板と、
　電気回路が形成される回路基板と、
　前記回路基板が収容される内部空間を有するハウジングと、
を備え、
　前記入力側端子部と前記出力側端子部とは電気的に接続され、
　前記入力側端子部と前記送り側端子部とは前記電気回路を介して電気的に接続され、
　前記ハウジングは、
　　金属製のボディと、
　　前記ボディと結合される金属製のカバーと、
　を有し、
　前記端子板と前記ボディとを電気的に接続する弾性を有する弾性部材を更に備える、
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　同軸ケーブル用コンセント。
【請求項１０】
　前記入力側端子部および前記送り側端子部と前記端子板との間に配置され、電気絶縁性
を有する材料により形成される絶縁カバーを更に備える、
　請求項９に記載の同軸ケーブル用コンセント。
【請求項１１】
　前記絶縁カバーは、第１の貫通孔および第２の貫通孔を有し、
　前記入力側同軸ケーブルの芯線は、前記絶縁カバーの前記第１の貫通孔を通して、前記
入力側端子部に挿入され、
　前記送り側同軸ケーブルの芯線は、前記絶縁カバーの前記第２の貫通孔を通して、前記
送り側端子部に挿入される、
　請求項１０に記載の同軸ケーブル用コンセント。
【請求項１２】
　前記カバーは前記ボディに回転可能に支持される、
　請求項１～１１のいずれか１項に記載の同軸ケーブル用コンセント。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本開示は、一般に同軸ケーブル用コンセントに関し、より詳細には、同軸ケーブルが接
続される同軸ケーブル用コンセントに関する。
【背景技術】
【０００２】
　例えばテレビ放送の分野において、テレビアンテナから複数のテレビ受像機への配線方
式としては、スター配線方式と送り配線方式（直列配線方式）とがある。スター配線方式
では、入力側同軸ケーブルと出力側同軸ケーブルとを端子金具で電気的に接続するテレビ
コンセントが用いられる。送り配線方式では、送り配線用のテレビコンセントと、端末用
のテレビコンセントと、が用いられる。
【０００３】
　ここにおいて、近年のテレビ放送の超高精細化に伴い、テレビコンセントに供給される
受信信号のＩＦ周波数帯域は３．２２４ＧＨｚまで広帯域化されている。しかし、この帯
域は無線ＬＡＮ等の他の通信サービスの帯域と重なるため、干渉によるノイズが発生しや
すい。
【０００４】
　例えば特許文献１には、スター配線方式に用いられ、外来ノイズに対するシールド性を
確保することが可能なテレビコンセントが開示されている。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００５】
【特許文献１】特開２０１７－１０３１２２号公報
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００６】
　しかし、特許文献１のテレビコンセントは、送り配線用の送り配線側同軸ケーブルを接
続することができず、また、送り配線方式の端末として用いた場合には反射ノイズを生じ
てしまうため、送り配線方式を実現することができない。
【０００７】
　本開示は上記事由に鑑みてなされており、送り配線方式に用いられ、電磁波に対するシ
ールド性を確保することが可能な同軸ケーブル用コンセントを提供することを目的とする
。
【課題を解決するための手段】
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【０００８】
　本開示の一態様に係る同軸ケーブル用コンセントは、入力側端子部と、端子台と、ハウ
ジングと、回路基板と、導電部材と、を備える。前記入力側端子部は、第１導体及び第２
導体を有する入力側同軸ケーブルのうちの前記第１導体が接続される。前記端子台は、前
記入力側端子部と電気的に絶縁されており、前記第１導体が前記入力側端子部に接続され
た接続状態において前記入力側同軸ケーブルの前記第２導体と接触する。前記ハウジング
は、金属製である。前記ハウジングは、前記端子台と電気的に接続されており、前記入力
側端子部を収容する内部空間を有する。前記回路基板は、前記内部空間に収容されている
。前記ハウジングは、ボディと、カバーとを備える。前記ボディは、開口を有する。前記
カバーは、結合構造によって前記ボディと結合される。前記カバーは、前記接続状態にお
ける前記入力側同軸ケーブルの前記第１導体及び前記第２導体を覆い、かつ前記ボディの
前記開口を覆うように、前記ボディと結合される。前記内部空間は、前記接続状態におけ
る前記入力側同軸ケーブルの延長方向から見て、前記入力側端子部が配置される第１空間
と前記第１空間に隣り合い前記入力側端子部が配置されない第２空間とを含む。前記導電
部材は、前記第２空間における前記ボディと前記カバーとの間にある。
　本開示の一態様に係る同軸ケーブル用コンセントは、入力側端子部と、送り側端子部と
、出力側端子部と、端子板と、回路基板と、ハウジングと、を備える。前記入力側端子部
は、入力側同軸ケーブルの芯線と電気的に接続される。前記送り側端子部は、送り側同軸
ケーブルの芯線と電気的に接続される。前記出力側端子部は、出力側同軸ケーブルのＦ型
コネクタの芯線と電気的に接続される。前記端子板は、前記入力側同軸ケーブルの編組線
および前記送り側同軸ケーブルの編組線と電気的に接続される。前記回路基板は、電気回
路が形成される。前記ハウジングは、前記回路基板が収容される内部空間を有する。前記
入力側端子部と前記出力側端子部とは電気的に接続される。前記入力側端子部と前記送り
側端子部とは前記電気回路を介して電気的に接続される。前記ハウジングは、金属製のボ
ディと、前記ボディと結合される金属製のカバーと、を有する。前記同軸ケーブル用コン
セントは、前記端子板と前記ボディとを電気的に接続する弾性を有する導電部材を更に備
える。
【発明の効果】
【０００９】
　本開示の同軸ケーブル用コンセントは、送り配線方式に用いられ、電磁波に対するシー
ルド性を確保することが可能となるという利点がある。
【図面の簡単な説明】
【００１０】
【図１】図１は、本開示の実施形態１に係る同軸ケーブル用コンセントの左上前方から見
た斜視図である。
【図２】図２は、同上の同軸ケーブル用コンセントの左下前方から見た斜視図であるであ
る。
【図３】図３は、同上の同軸ケーブル用コンセントの左下後方から見た斜視図であるであ
る。
【図４】図４は、同上の同軸ケーブル用コンセントの入力側端子部に入力側同軸ケーブル
を接続した状態の断面図である。
【図５】図５は、同上の同軸ケーブル用コンセントの右上前方から見た分解斜視図である
。
【図６】図６は、同上の同軸ケーブル用コンセントの前面図である。
【図７】図７は、同上の同軸ケーブル用コンセントの下面図である。
【図８】図８は、同上の同軸ケーブル用コンセントの上面図である。
【図９】図９は、同上の同軸ケーブル用コンセントの後面図である。
【図１０】図１０は、同上の同軸ケーブル用コンセントの要部の右上前方から見た分解斜
視図である。
【図１１】図１１は、同上の同軸ケーブル用コンセントのボディの左下後方から見た斜視
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図である。
【図１２】図１２は、同上の同軸ケーブル用コンセントのボディに、回路基板、入力側端
子部、出力側端子部、送り側端子部、第１導電部材及び第２導電部材を取り付けた状態の
左下後方から見た斜視図である。
【図１３】図１３は、同上の同軸ケーブル用コンセントのボディに、端子板、端子カバー
、第１導電部材及び第２導電部材を取り付けた状態の左下後方から見た斜視図である。
【図１４】図１４は、同上の同軸ケーブル用コンセントのカバーに、第１受け金具及び第
２受け金具、第３導電部材及び第４導電部材を取り付けた状態の左上前方から見た斜視図
である。
【図１５】図１５は、カバーを開いた状態を示す同上の同軸ケーブル用コンセントの要部
の側面図である。
【図１６】図１６は、入力側同軸ケーブル及び送り側同軸ケーブルを接続した状態におけ
る同上の同軸ケーブル用コンセントの斜視図である。
【図１７】図１７は、同上の同軸ケーブル用コンセントの送り側端子部に送り側同軸ケー
ブルを接続した状態の断面図である。
【図１８】図１８は、本開示の実施形態２に係る同軸ケーブル用コンセントの左下前方か
ら見た斜視図である。
【図１９】図１９は、同上の同軸ケーブル用コンセントの左下後方から見た斜視図である
。
【図２０】図２０は、同上の同軸ケーブル用コンセントの右上前方から見た分解斜視図で
ある。
【図２１】図２１は、入力側同軸ケーブルを接続した状態における同上の同軸ケーブル用
コンセントの斜視図である。
【発明を実施するための形態】
【００１１】
　以下、本開示の実施形態に係る同軸ケーブル用コンセントについて説明する。下記の実
施形態は、本開示の様々な実施形態の例に過ぎない。下記の実施形態は、本開示の目的を
達成できれば、設計等に応じて種々の変更が可能である。以下では、ハウジング６（図５
参照）のカバー６２からボディ６１に向かう向きを前方とし、入力側同軸ケーブル２０が
入力側端子部３に差し込まれる向き（図２参照）を上向きとして説明する。また、前後及
び上下方向と直交する方向を左右方向とする。ただし、前後上下左右の方向は、説明のた
めに便宜上使用しているに過ぎず、実施形態に係る同軸ケーブル用コンセントの使用方向
を規定する趣旨ではない。
【００１２】
　（１）実施形態１
　（１－１）概要
　本実施形態の同軸ケーブル用コンセント１００は、送り配線方式に用いられる送り配線
用（中継用）のテレビコンセントである。この同軸ケーブル用コンセント１００は、壁面
に取付けられるとき、出力側端子部３（図１参照）が露出する前面が室内側を向き、入力
側端子部２及び送り側端子部４が壁の裏側に位置するように、取り付けられる。
【００１３】
　同軸ケーブル用コンセント１００は、図１～図９に示すように、入力側端子部２と出力
側端子部３と、を備えている。入力側端子部２には、テレビ信号入力用の同軸ケーブル（
入力側同軸ケーブル）２０の芯線２１が接続される。出力側端子部３には、テレビ信号出
力用の同軸ケーブル（出力側同軸ケーブル）３０の芯線３１が接続される。本実施形態の
同軸ケーブル用コンセント１００は、更に、送り側端子部４を備えている。送り側端子部
４には、入力側同軸ケーブル２０からのテレビ信号を他のテレビコンセントに伝送するた
めの送り側同軸ケーブル４０の芯線４１が接続される。
【００１４】
　入力側同軸ケーブル２０、出力側同軸ケーブル３０、及び送り側同軸ケーブル４０の各
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々は、内部導体と、内部導体を覆う絶縁体と、絶縁体を覆う外部導体と、外部導体を覆う
シースと、を備えている。入力側同軸ケーブル２０、出力側同軸ケーブル３０、及び送り
側同軸ケーブル４０の各々では、内部導体、絶縁体、外部導体、及びシースが、ケーブル
の延長方向と直交する断面において同軸状（同心状）に配置されている。内部導体は、例
えば、銅線を備える。絶縁体は、例えば発泡ポリエチレンからなる。絶縁体は、内部導体
と外部導体とを電気的に絶縁する。外部導体は、例えば、細い銅線を編んだいわゆる編組
線を備えている。なお、外部導体は、金属箔を備えていてもよいし、同軸状（同心状）に
設けられた編組線と金属箔とを備えていてもよい。なお、金属箔は一例としてアルミ箔が
用いられる。
【００１５】
　以下、入力側同軸ケーブル２０の内部導体（芯線２１）を第１導体、外部導体２１０（
図２参照）を第２導体とも呼ぶ。また、送り側同軸ケーブル４０の内部導体（芯線４１）
を第３導体、外部導体４１０を第４導体とも呼ぶ。
【００１６】
　本実施形態の同軸ケーブル用コンセント１００は、図４、図５に示すように、端子板５
と、ハウジング６と、回路基板７と、を更に備えている。
【００１７】
　端子板５は、端子台（第１端子台）５１と第２端子台５２（図３参照）とが金属板によ
り一体に形成されている。
【００１８】
　第１端子台５１は、入力側端子部２と電気的に絶縁されている。図４に示すように、第
１端子台５１は、入力側同軸ケーブル２０の第１導体（芯線２１）が入力側端子部２に挿
入された状態において、入力側同軸ケーブル２０の第２導体と接触する。
【００１９】
　第２端子台５２は、送り側端子部４と電気的に絶縁されている。図１７に示すように、
第２端子台５２は、送り側同軸ケーブル４０の第３導体（芯線４１）が送り側端子部４に
挿入された状態において、送り側同軸ケーブル４０の第４導体と接触する。
【００２０】
　ハウジング６は、金属製である。ハウジング６は、内部空間を有する。ハウジング６の
内部空間には、入力側端子部２、及び端子板５（第１端子台５１及び第２端子台５２）が
収容される。また、ハウジング６の内部空間には、送り側端子部４が収容される。ハウジ
ング６は、端子板５と電気的に接続されている。
【００２１】
　回路基板７は、入力側端子部２と電気的に接続されている。詳しくは、入力側端子部２
は、回路基板７の導体と電気的に接続されている。回路基板７は、出力側端子部３と電気
的に接続されている。詳しくは、出力側端子部３は、回路基板７の導体と電気的に接続さ
れている。入力側端子部２と出力側端子部３とは、回路基板７の導体を介して電気的に接
続されている。また、回路基板７は、送り側端子部４と電気的に接続されている。詳しく
は、送り側端子部４は、回路基板７の導体と電気的に接続されている。入力側端子部２と
送り側端子部４とは、回路基板７の導体を介して電気的に接続されている。
【００２２】
　回路基板７は、ハウジング６の内部空間に収容されている。回路基板７には回路部品７
１が実装されており、回路部品７１及び回路基板７上に形成された導体で、電気回路が形
成されている。電気回路は、例えば、入力側同軸ケーブル２０から入力側端子部２に入力
された電気信号を増幅する増幅回路、及び上記電気信号を送り側端子部４に分岐させる分
岐回路、等を含む。
【００２３】
　ハウジング６は、ボディ６１とカバー６２とを備える。
【００２４】
　ボディ６１は、一面に開口を有する中空箱状に形成されている。入力側端子部２、送り
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側端子部４及び端子板５は、ボディ６１の開口から露出している。
【００２５】
　カバー６２は、結合構造８によって、ボディ６１に結合される。カバー６２は、入力側
端子部２、送り側端子部４、端子板５、及びボディ６１の開口を覆うように、ボディ６１
に結合される。また、カバー６２は、図４に示すように、入力側同軸ケーブル２０の第１
導体が入力側端子部２に接続された状態において、入力側同軸ケーブル２０の第１導体及
び第２導体を覆う。入力側同軸ケーブル２０は、端子板５（第１端子台５１）とカバー６
２との間に挟持される。カバー６２は、図１７に示すように、送り側同軸ケーブル４０の
第３導体が送り側端子部４に接続された状態において、送り側同軸ケーブル４０の第３導
体及び第４導体を覆う。送り側同軸ケーブル４０は、端子板５（第２端子台５２）とカバ
ー６２との間に挟持される。
【００２６】
　本実施形態の同軸ケーブル用コンセント１００は、上記のように電気回路（ここでは、
分岐回路）を備えた回路基板７を備えているので、送り配線方式に用いることが可能とな
る。また、同軸ケーブル用コンセント１００では、入力側同軸ケーブル２０の第１導体を
入力側端子部２に接続した状態において、入力側同軸ケーブル２０の第１導体及び第２導
体が金属製のハウジング６内に収容される。この結果、電磁波に対するシールド性を向上
させることが可能となる。本実施形態の同軸ケーブル用コンセントでは、送り側同軸ケー
ブル４０の第３導体を送り側端子部４に接続した状態において、送り側同軸ケーブル４０
の第３導体及び第４導体が金属製のハウジング６内に収容される。この結果、電磁波に対
するシールド性を向上させることが可能となる。
【００２７】
　（１－２）詳細
　本実施形態に係る同軸ケーブル用コンセント１００について、図１～図１７を参照して
より詳細に説明する。
【００２８】
　同軸ケーブル用コンセント１００は、上記のように、入力側端子部２と、出力側端子部
３と、送り側端子部４と、端子板５と、ハウジング６と、回路基板７と、結合構造８と、
を備えている。本実施形態の同軸ケーブル用コンセント１００は、更に、導電部材９（図
４参照）と、絶縁カバー１０と、化粧カバー１１と、を備えている。
【００２９】
　図５に示すように、ハウジング６は、ボディ６１とカバー６２とを備えている。カバー
６２は、結合構造８によってボディ６１に結合される。本実施形態では、結合構造８は単
一のねじ８１を備える。
【００３０】
　ボディ６１は、金属製であり、本実施形態では亜鉛ダイキャストである。
【００３１】
　図１１に示すように、ボディ６１は、前壁６１１と、前壁６１１の４辺から後方に立ち
上がる４つの側壁（第１側壁としての上壁６１２、第２側壁としての下壁６１３、第３側
壁としての右壁６１４、第４側壁としての左壁６１５）と、取付軸６３と、を一体に備え
ている。ボディ６１は、左右方向に長い中空の直方体状に形成されている。ボディ６１の
後面は、開口している。
【００３２】
　図５、図１１に示すように、ボディ６１の前壁６１１の中央部分６１１１は周辺部分６
１１２よりも前方に突出しており、中央部分６１１１と周辺部分６１１２との間に段差が
形成されている。
【００３３】
　図１１に示すように、ボディ６１の前壁６１１の中央には、前壁６１１を前後に貫通す
る貫通孔６１１０が形成されている。貫通孔６１１０は、上下方向に長いレーストラック
形状に形成されている。
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【００３４】
　前壁６１１の前面において、貫通孔６１１０の縁部からは、円筒状の取付軸６３が一体
に突出している。取付軸６３の外周面には、Ｆ型コネクタが結合可能なねじ山が形成され
ている。取付軸６３には、出力側同軸ケーブル３０のＦ型コネクタが接続可能である。
【００３５】
　ボディ６１の前壁６１１の中央部分６１１１の後面（内面）において、貫通孔６１１０
の左右には、後方に突出する一対の突台６１７が形成されており、各突台６１７の後面か
ら突起６１７０が後方に突出している。また、ボディ６１の前壁６１１の中央部分６１１
１の後面において、周辺部分６１１２との境界には、後方に突出する計３つの突台６１８
が形成されており、各突台６１８の後面から突起６１８０が後方に突出している。３つの
突台６１８のうちの１つは、上壁６１２に隣接して配置されており、３つの突台６１８の
うちの残りの２つは、下壁６１３に隣接し左右に並んで配置されている。
【００３６】
　ボディ６１の前壁６１１の周辺部分６１１２の後面において、右側の部分及び左側の部
分それぞれには、後方に突出する突台６１９（図示では、左側のみ）が形成されており、
突台６１９の後面から突起６１９０が後方に突出している。
【００３７】
　つまり、ボディ６１の前壁６１１の後面には、ボディ６１の側壁（上壁６１２、下壁６
１３、右壁６１４、左壁６１５）の内面に隣接する位置に、複数の突台６１８、６１９が
形成されている。
【００３８】
　複数の突台６１７、６１８、６１９（突起６１７０、６１８０、６１９０を除く部分）
の先端面は、前後方向において同一平面上にある。これら突台６１７、６１８、６１９の
先端面に、回路基板７が載せ置かれる。
【００３９】
　ボディ６１の上壁６１２は、前壁６１１の上側の一辺から後方に突出する。図５に示す
ように、上壁６１２の上面（外面）からは、左右に並んだ一対の組立突起６１２０が上方
に突出している。
【００４０】
　ボディ６１の下壁６１３は、前壁６１１の下側の一辺から後方に突出する。図１１に示
すように、下壁６１３の下面（外面）からは、左右に並んだ一対の組立突起６１３０が下
方に突出している。
【００４１】
　ボディ６１の右壁６１４は、前壁６１１の右側の一辺から後方に突出する。ボディ６１
の左壁６１５は、前壁６１１の左側の一辺から後方に突出する。図１１に示すように、右
壁６１４の後端及び左壁６１５の後端において、上側の部分には、カバー６２の支軸６２
６０（図１４参照）を受けるための軸受け６１４０、６１５０がそれぞれ設けられている
。
【００４２】
　下壁６１３の前壁６１１からの高さは、上壁６１２、右壁６１４、左壁６１５の高さよ
りも低い。言い換えれば、下壁６１３の後縁は、上壁６１２、右壁６１４及び左壁６１５
の後縁よりも前方にある。
【００４３】
　図１１に示すように、上壁６１２、下壁６１３、右壁６１４、左壁６１５の内面におい
て、前壁６１１からの突出高さが互いに等しい位置に、段差が形成されている。この段差
部分６１０に、端子板５が載せ置かれる。
【００４４】
　図１２は、ボディ６１に対して、回路基板７、入力側端子部２、出力側端子部３、送り
側端子部４、導電部材９（第１導電部材９１、第２導電部材９２）を取り付けた状態を示
している。
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【００４５】
　図１２に示すように、回路基板７は、ボディ６１の内部空間に収容されている。具体的
には、回路基板７は、厚さ方向が前後方向に沿うようにして、ボディ６１の突台６１７、
６１８、６１９に後方から載せ置かれる。回路基板７の中央部分には、一対の貫通孔７２
が前後方向に貫通している。また、回路基板７の周縁部分には、複数（ここでは計５個）
の貫通孔７３が前後方向に貫通している。回路基板７が突台６１７、６１８、６１９に載
せ置かれたときに、各突起６１７０が対応する貫通孔７２に挿入され、各突起６１８０、
６１９０が対応する貫通孔７３に挿入される。回路基板７は、突起６１７０、６１８０、
６１９０がはんだ付けされることで、ボディ６１に固定される。各突起６１７０、６１８
０、６１９０は、回路基板７におけるグランドに、はんだ付けされている。すなわち、回
路基板７は、ボディ６１の内壁に隣接する部分（貫通孔７３の部分）で、導電性を有する
結合部（はんだ）によってボディ６１に結合されている。
【００４６】
　回路基板７には、上述のように、回路部品７１が実装されている。回路部品７１と回路
基板７上に形成された導体とで、増幅回路、分岐回路、等を含む電気回路が形成されてい
る。
【００４７】
　図１２に示すように、回路基板７の中央には、挿通孔（出力端子用挿通孔）７４が形成
されている。挿通孔７４には、出力側端子部３の基端部が前方から挿入されている。出力
側端子部３は、回路基板７にはんだ付けされて回路基板７の電気回路に電気的に接続され
ている。
【００４８】
　図１０に示すように、出力側端子部３は、金属製の一対のばね片からなる。出力側端子
部３は、ボディ６１の前壁６１１の貫通孔６１１０を貫通して前壁６１１の前面よりも前
方に突出し、前端が取付軸６３の内部に位置している。
【００４９】
　出力側端子部３の周りにおいて取付軸６３の内側には、絶縁性のホルダ３０１が配置さ
れる。ホルダ３０１は、ボディ６１における前壁６１１の貫通孔６１１０の内部に配置さ
れており、前壁６１１の貫通孔６１１０の内面及び取付軸６３と出力側端子部３との間に
位置して、出力側端子部３とボディ６１とを電気的に絶縁している。またホルダ３０１は
、出力側端子部３の一対のばね片を閉じるように、出力側端子部３を保持している。
【００５０】
　ボディ６１の前壁６１１の貫通孔６１１０には、貫通孔６１１０を塞ぎ前方に突出する
ように、絶縁性の筒状部３０２が取り付けられている。筒状部３０２は、後面が開口し前
方に突出する円筒状である。筒状部３０２は、取付軸６３の内側に位置している。筒状部
３０２は、その後縁に、ボディ６１の前壁６１１の貫通孔６１１０の縁に引っ掛かる一対
の引っ掛け片を有している。出力側端子部３及びホルダ３０１は、貫通孔６１１０を通っ
て取付軸６３内で前方に突出しており、筒状部３０２は、貫通孔６１１０から突出する出
力側端子部３及びホルダ３０１の部分を、前方から覆っている。
【００５１】
　筒状部３０２の前面の中央には、挿通孔３０２０（図１参照）が形成されている。挿通
孔３０２０には、出力側同軸ケーブル３０の芯線３１が挿通可能である。挿通孔３０２０
を通して筒状部３０２の内部に差し込まれた出力側同軸ケーブル３０の芯線３１が、出力
側端子部３に挟持される。これにより、出力側同軸ケーブル３０の芯線３１と出力側端子
部３とが電気的に接続される。
【００５２】
　図１２に示すように、回路基板７における右側の部分の上端に、入力側端子部２の基端
部が接続されている。
【００５３】
　入力側端子部２は、金属製である。入力側端子部２は、基端部が回路基板７にはんだ付
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けされて回路基板７の電気回路に電気的に接続されている。入力側端子部２は、回路基板
７から後方に突出しており、その先端部（後端部）に、下方へ突出する一対のばね片２２
を備えている。
【００５４】
　回路基板７における左側の部分の上端に、送り側端子部４の基端部が接続されている。
送り側端子部４は、回路基板７の左右方向の中心を通りかつ回路基板７の厚み方向に平行
な仮想面に対して、入力側端子部２と対称な位置で、回路基板７と接続されている。
【００５５】
　送り側端子部４は、金属製である。送り側端子部４は、基端部が回路基板７にはんだ付
けされて回路基板７の電気回路に電気的に接続されている。送り側端子部４は、回路基板
７から後方に突出しており、その先端部（後端部）に、下方へ突出する一対のばね片４２
を備えている。
【００５６】
　回路基板７が突台６１７、６１８、６１９に載置された状態において、入力側端子部２
のばね片２２及び送り側端子部４のばね片４２は、ボディ６１の下壁６１３の後縁よりも
後方に突出している。
【００５７】
　図１３は、図１２の状態から、ボディ６１に対して端子板５及び絶縁カバー１０を更に
取付けた状態を示している。
【００５８】
　図１２、図１３に示すように、端子板５は、ボディ６１の側壁６１２～６１５の段差部
分６１０に載せ置かれる。
【００５９】
　端子板５は、金属製であり、ここでは鉄板で形成されている。図１３に示すように、端
子板５は、前後方向から見てボディ６１の開口を覆う形状（ここでは矩形板状）に形成さ
れている。すなわち、ボディ６１の前壁６１１、側壁６１２～６１５、及び端子板５に囲
まれた空間によって、電磁的なシールド空間が形成されており、回路基板７はこの空間内
に配置されている。端子板５は、右側縁及び左側縁に沿って３つずつ形成された貫通孔に
、ボディ６１の右壁６１４及び左壁６１５の段差部分に３つずつ形成された突部を差し込
み、突部の先端を潰して形成される嵌合部５０によって、ボディ６１に結合（固定）され
る。
【００６０】
　端子板５において、右上側の部分には、入力側端子部２を通すための挿通孔５３が形成
されている。すなわち、入力側端子部２は、挿通孔５３を通って端子板５よりも後方に突
出している。端子板５において、挿通孔５３の下方の部分が、入力側同軸ケーブル２０の
第２導体と接触する第１端子台５１である。第１端子台５１には、Ｖ字状の突台が形成さ
れており、入力側同軸ケーブル２０の第１導体を入力側端子部２に接続した状態において
、第２導体が第１端子台５１に接触しやすくなっている（図４参照）。
【００６１】
　端子板５において、左上側の部分には、送り側端子部４を通すための挿通孔５４が形成
されている。すなわち、送り側端子部４は、挿通孔５４を通って端子板５よりも後方に突
出している。端子板５において、挿通孔５４の下方の部分が、送り側同軸ケーブル４０の
第４導体と接触する第２端子台５２である。第２端子台５２には、Ｖ字状の突台が形成さ
れており、送り側同軸ケーブル４０の第３導体を送り側端子部４に接続した状態において
、第４導体が第２端子台５２に接触しやすくなっている（図１７参照）。
【００６２】
　また、端子板５において、下側中央部分には、ねじ８１がねじ込まれるねじ孔５５が形
成されている。
【００６３】
　図５、図１２、図１３に示すように、端子板５とボディ６１との間には、導電部材９（
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第１導電部材９１及び第２導電部材９２）が配置されている（図１２、図１３には、第１
導電部材９１のみ図示）。より詳細には、端子板５の右側面とボディ６１の右壁６１４と
の間に、第１導電部材９１が配置され、端子板５の左側面とボディ６１の左壁６１５との
間に、第２導電部材９２が配置されている。つまり、導電部材９は、ボディ６１と端子板
５とのうちの少なくとも一方と、カバー６２と、の間に配置されている。また、導電部材
９は、弾性を有している。
【００６４】
　第１導電部材９１は、金属製である。第１導電部材９１は、中央に開口が形成された金
属板を折曲げることで、上下方向から見てＬ字状に形成されており、横板部９１１と縦板
部９１２とを有している。
【００６５】
　第１導電部材９１の横板部９１１は、ボディ６１の右壁６１４の段差部分と端子板５の
前面との間に挟まれている。図１２に示すように、横板部９１１には、端子板５の２つの
貫通孔に対応する位置に、２つの貫通孔９１１０が形成されており、これにより、第１導
電部材９１は、端子板５と一緒にボディ６１に結合（固定）される。また、横板部９１１
の中央には切り欠きが形成されており、この切り欠きの部分に、端子板５の前面に向かう
向きに付勢された、３つの板ばね９１１１（図５参照）が設けられている。ボディ６１の
右壁６１４の段差部分に横板部９１１が載せ置かれ、端子板５が横板部９１１に載せ置か
れた状態において、３つの板ばね９１１１が、端子板５に接触する向きに弾性力を付与す
る。これによって、ボディ６１と端子板５との間の電気的な接続を確保することが可能と
なり、ボディ６１と端子板５との間の電磁シールド性を向上させることが可能となる。
【００６６】
　図１３に示すように、第１導電部材９１の縦板部９１２は、ボディ６１の右壁６１４と
端子板５の右面との間に挟まれている。縦板部９１２は、中央部分に、横板部９１１の切
り欠きと繋がる矩形の切り欠きが形成されている。縦板部９１２の後側の一片から切り欠
き内に、弾性を有する板ばね９１２１が突出している。この板ばね９１２１によって、ボ
ディ６１の右壁６１４と端子板５との間の隙間が狭められ、ボディ６１と端子板５との間
の電磁シールド性を向上させることが可能となる。また、板ばね９１２１が、ボディ６１
の右壁６１４に形成された前後に長い一対のリブの間に挟まれることで、縦板部９１２の
上下方向の位置が保持される。また、右壁６１４の内面には、段差凹部が形成されており
、その段差凹部内に縦板部９１２が嵌合されることによっても、縦板部９１２の上下方向
の位置が保持されている。
【００６７】
　なお、ボディ６１の開口をカバー６２で閉じた状態（図９参照）では、板ばね９１２１
がカバー６２の右壁６２４に接触する。これにより、ボディ６１の右壁６１４とカバー６
２の右壁６２４との間の電気的な接続を確保することが可能となり、ボディ６１とカバー
６２との間の電磁シールド性を向上させることが可能となる。
【００６８】
　第２導電部材９２は、金属製である。第２導電部材９２は、左右方向において、第１導
電部材９１と面対称の形状に形成されている。第２導電部材９２は、中央に開口が形成さ
れた金属板を折曲げることで、上下方向から見てＬ字状に形成されており、横板部９２１
と縦板部９２２とを有する。
【００６９】
　第２導電部材９２の横板部９２１は、ボディ６１の左壁６１５の段差部分と端子板５の
前面との間に挟まれている。図１２に示すように、横板部９２１には、端子板５の２つの
貫通孔に対応する位置に、２つの貫通孔９２１０が形成されており、これにより、第２導
電部材９２は、端子板５と一緒にボディ６１に結合（固定）される。また、横板部９２１
の中央には切り欠きが形成されており、この切り欠きの部分に、端子板５の前面に向かう
向きに付勢された、３つの板ばね９２１１が設けられている。ボディ６１の左壁６１５の
段差部分に横板部９２１が載せ置かれ、端子板５が横板部９２１に載せ置かれた状態にお
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いて、３つの板ばね９２１１が、端子板５に接触する向きに弾性力を付与する。これによ
って、ボディ６１と端子板５との間の電気的な接続を確保することが可能となり、ボディ
６１と端子板５との間の電磁シールド性を向上させることが可能となる。
【００７０】
　図１３に示すように、第２導電部材９２の縦板部９２２は、ボディ６１の左壁６１５と
端子板５の左面との間に挟まれている。縦板部９２２は、中央部分に、横板部９２１の切
り欠きと繋がる矩形の切り欠きが形成されている。縦板部９２２の後側の一片から切り欠
き内に、弾性を有する板ばね９２２１が突出している（図９参照）。この板ばね９２２１
によって、ボディ６１の左壁６１５と端子板５との間の隙間が狭められ、ボディ６１と端
子板５との間の電磁シールド性を向上させることが可能となる。また、板ばね９２２１が
、ボディ６１の左壁６１５に形成された前後に長い一対のリブ６１５１の間に挟まれるこ
とで、縦板部９２２の上下方向の位置が保持される。また、左壁６１５の内面には、段差
凹部が形成されており、その段差凹部内に縦板部９２２が嵌合されることによっても、縦
板部９２２の上下方向の位置が保持されている。
【００７１】
　また、ボディ６１の開口をカバー６２で閉じた状態では、板ばね９２２１がカバー６２
の左壁６２５に接触する。これにより、ボディ６１の左壁６１５とカバー６２の左壁６２
５との間の電気的な接続を確保することが可能となり、ボディ６１とカバー６２との間の
電磁シールド性を向上させることが可能となる。
【００７２】
　図１３に示すように、入力側端子部２と端子板５との間、及び送り側端子部４と端子板
５との間に、絶縁性の絶縁カバー１０（図１３参照）が介在している。絶縁カバー１０は
、入力側端子部２及び送り側端子部４と端子板５とを、電気的に絶縁する。
【００７３】
　図５に示すように、絶縁カバー１０は、基台部１０１と、入力側端子収容部１０２と、
送り側端子収容部１０３と、を一体に備えている。絶縁カバー１０は、例えば電気絶縁性
を有する材料（例えば樹脂材料）により形成されている。基台部１０１は、板状である。
入力側端子収容部１０２は、基台部１０１から後方に凹んで形成されている。送り側端子
収容部１０３は、基台部１０１から後方に凹んで形成されている。
【００７４】
　基台部１０１は、回路基板７の後面に載せ置かれる脚片１０１０を、その前面の左右の
両端に有している。基台部１０１の後面は、端子台５の前面に接触或いは近接している。
【００７５】
　入力側端子収容部１０２は、前方に開口した中空の矩形箱状である。入力側端子収容部
１０２は、端子板５における挿通孔５３の縁部と入力側端子部２との間に位置し、入力側
端子部２を覆う。入力側端子収容部１０２及びその周りの基台部１０１の部分によって、
端子板５の挿通孔５３が閉じられている。入力側端子収容部１０２は、入力側端子部２と
端子板５とを電気的に絶縁している。入力側端子収容部１０２の下面には、入力側端子部
２のばね片２２に対応する位置に、貫通孔１０２０（図１３参照）が形成されている。
【００７６】
　送り側端子収容部１０３は、前方に開口した中空の矩形箱状である。送り側端子収容部
１０３は、端子板５における挿通孔５４の縁部と送り側端子部４との間に位置し、送り側
端子部４を覆う。送り側端子収容部１０３及びその周りの基台部１０１の部分によって、
端子板５の挿通孔５４が閉じられている。送り側端子収容部１０３は、送り側端子部４と
端子板５とを電気的に絶縁している。送り側端子収容部１０３の下面には、送り側端子部
４のばね片４２に対応する位置に、貫通孔１０３０（図１３参照）が形成されている。
【００７７】
　図１～図５、図７～図９に示すように、カバー６２は、ボディ６１の開口を覆うように
ボディ６１に取付けられる。カバー６２は、金属製であり、本実施形態では亜鉛ダイキャ
ストである。
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【００７８】
　カバー６２は、図１４に示すように、後壁６２１と、４つの側壁（第１側壁としての上
壁６２２、第２側壁としての下壁６２３、第３側壁としての右壁６２４、第４側壁として
の左壁６２５）と、を一体に備えている。カバー６２の前面は、開口している。
【００７９】
　図３、図１４に示すように、カバー６２の後壁６２１は、段差を有する階段状に形成さ
れている。すなわち、後壁６２１は、板状の第１部分６２６と、第１部分６２６の下縁か
ら前方に突出する板状の第２部分６２７と、第２部分６２７の前縁から下方に突出する板
状の第３部分６２８と、を備えている。
【００８０】
　第１部分６２６の上端における左右両側には、側方に突出する支軸６２６０が形成され
ている。支軸６２６０は、ボディ６１の軸受け６１４０、６１５０に保持される。支軸６
２６０が軸受け６１４０、６１５０に保持された状態では、カバー６２は、図１５に示す
ように、支軸６２６０の周りで回転可能にボディ６１に支持されている。ここにおいて、
軸受け６１４０、６１５０の各々は、支軸６２６０を回転可能に支持する溝部と、その溝
部と繋がり、溝部の幅及び支軸６２６０の直径より小さい幅の、開口部を有する。開口部
の幅が支軸６２６０の直径よりも小さいため、支軸６２６０の軸受け６１４０、６１５０
からの脱落が防止される。また、軸受け６１４０、６１５０の空間が、支軸６２６０によ
って埋められており、同軸ケーブル用コンセント１００の電磁シールド性が向上する。
【００８１】
　図１４に示すように、第３部分６２８の左右方向の中央には、ねじ８１を通すための貫
通孔６２８０が形成されている。図３に示すように、第２部分６２７の左右方向の中央（
貫通孔６２８０に対応する位置）には、ねじ８１の頭を避けるように、円筒面状の凹み６
２７０が形成されている。
【００８２】
　カバー６２の下壁６２３は、後壁６２１の第３部分６２８の下端よりもやや上方の位置
から、前方に突出している。すなわち、図２、図１４に示すように、後壁６２１の第３部
分６２８の一部（下端部）が、いわゆる庇状となっている。
【００８３】
　図２、図３に示すように、カバー６２の下壁６２３において右側の部分には、カバー６
２がボディ６１の開口を覆った状態で入力側端子部２と上下方向で対向する位置に、第１
保持凹部６２３１が形成されている。第１保持凹部６２３１は、第３部分６２８に湾曲部
６２８１を形成することにより、下方から見て半円状に形成されている。第１保持凹部６
２３１の左右方向の幅（開口幅）は、入力側同軸ケーブル２０の外径とほぼ同じ（やや大
きい）である。
【００８４】
　カバー６２を開放した状態（図１５参照）で、入力側同軸ケーブル２０の芯線２１（第
１導体）を、絶縁カバー１０における入力側端子収容部１０２の貫通孔１０２０を通して
入力側端子部２に挿入して入力側端子部２に接続させる。そして、支軸６２６０周りにカ
バー６２を回転させて、カバー６２を閉じる。これにより、入力側同軸ケーブル２０が、
第１保持凹部６２３１内で、カバー６２と端子板５（第１端子台５１）及びボディ６１の
下壁６１３との間に挟持される（図１６参照）。
【００８５】
　図２、図３に示すように、カバー６２の下壁６２３において左側の部分は、カバー６２
がボディ６１の開口を覆った状態で送り側端子部４と上下方向で対向する位置に、第２保
持凹部６２３２が形成されている。第２保持凹部６２３２は、第３部分６２８に湾曲部６
２８２を形成することにより、下方から見て半円状に形成されている。第２保持凹部６２
３２の左右方向の幅（開口幅）は、送り側同軸ケーブル４０の外径とほぼ同じ（やや大き
い）である。
【００８６】
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　カバー６２を開放した状態（図１５参照）で、送り側同軸ケーブル４０の芯線４１（第
３導体）を、絶縁カバー１０における送り側端子収容部１０３の貫通孔１０３０を通して
送り側端子部４に挿入して送り側端子部４に接続させる。そして、支軸６２６０周りにカ
バー６２を回転させて、カバー６２を閉じる。これにより、送り側同軸ケーブル４０が、
第２保持凹部６２３２内で、カバー６２と端子板５（第２端子台５２）及びボディ６１の
下壁６１３との間に挟持される（図１６参照）。
【００８７】
　図１４に示すように、第１保持凹部６２３１内には、第１受け金具６４１が配置されて
いる。また、第２保持凹部６２３２内には、第２受け金具６４２が配置されている。第１
受け金具６４１及び第２受け金具６４２の各々は、弾性を有する金属製であり、半円筒状
に形成されている。第１受け金具６４１及び第２受け金具６４２の各々には、位置決めの
ための複数の貫通孔が形成されている。第１受け金具６４１及び第２受け金具６４２は、
複数の貫通孔それぞれに、カバー６２の後壁６２１の第３部分６２８の前面（内面）にお
いて第１保持凹部６２３１及び第２保持凹部６２３２に形成された突起が挿入されること
により、位置決めされる。また、第１受け金具６４１及び第２受け金具６４２は、貫通孔
に突起が嵌め込まれることで、カバー６２に固定されている。
【００８８】
　入力側同軸ケーブル２０の芯線２１（第１導体）を入力側端子部２に接続し、カバー６
２を閉じた状態では、第１受け金具６４１により、入力側同軸ケーブル２０とハウジング
６との間の隙間（第１保持凹部６２３１）が塞がれる。したがって、同軸ケーブル用コン
セント１００の電磁シールド性を更に向上させることが可能となる。また、送り側同軸ケ
ーブル４０の芯線４１（第３導体）を送り側端子部４に接続し、カバー６２を閉じた状態
では、第２受け金具６４２により、送り側同軸ケーブル４０とハウジング６との間の隙間
（第２保持凹部６２３２）が塞がれる。したがって、同軸ケーブル用コンセント１００の
電磁シールド性を更に向上させることが可能となる。つまり、第１受け金具６４１及び第
２受け金具６４２の各々も、端子板５とカバー６２との間に配置される導電部材９として
も、機能する。
【００８９】
　図１４に示すように、カバー６２の上壁６２２には、上下方向において第１保持凹部６
２３１と対応する位置に、矩形状の第１切り欠き６２２１が形成されている。また、カバ
ー６２の上壁６２２には、上下方向において第２保持凹部６２３２と対応する位置に、矩
形状の第２切り欠き６２２２が形成されている。第２切り欠き６２２２の形状は、第１切
り欠き６２２１の形状と同じである。また、第２切り欠き６２２２は、カバー６２の左右
方向の中心を通りかつ左右方向と直交する仮想面に対して、第１切り欠き６２２１と対称
な位置に形成されている。
【００９０】
　第１切り欠き６２２１は、カバー６２を支軸６２６０周りで回転させるときに、絶縁カ
バー１０の入力側端子収容部１０２が通過できる大きさに形成されている。第２切り欠き
６２２２は、カバー６２を支軸６２６０周りで回転させるときに、絶縁カバー１０の送り
側端子収容部１０３が通過できる大きさに形成されている。
【００９１】
　図１４に示すように、カバー６２の上壁６２２には、導電部材９（第３導電部材９３及
び第４導電部材９４）が設けられている。第３導電部材９３及び第４導電部材９４は、カ
バー６２を閉じたときにボディ６１の上壁６１２に接触して、ボディ６１の上壁６１２と
カバー６２の上壁６２２との間をつなぐ。第３導電部材９３は、カバー６２の上壁６２２
において、第１切り欠き６２２１に対応する位置に設けられている。第４導電部材９４は
、カバー６２の上壁６２２において、第２切り欠き６２２２に対応する位置に設けられて
いる。
【００９２】
　第３導電部材９３は、金属製である。図１４に示すように、第３導電部材９３は、半円
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筒状の基部９３１と、基部９３１の上縁から上方に延びる一対の板状の連結部９３２と、
各連結部９３２の上縁から左又は右に延びる、計４つの板ばね部９３３と、を一体に有す
る。
【００９３】
　第３導電部材９３の基部９３１は、中央に貫通孔が設けられている。第３導電部材９３
は、貫通孔に、カバー６２の後壁６２１の第１部分６２６の前面（内面）に形成された突
起が挿入されることにより、位置決めされる。また、第３導電部材９３の基部９３１は、
例えば貫通孔に突起が嵌め込まれることで、カバー６２に固定され、カバー６２と電気的
に接続されている。
【００９４】
　連結部９３２は、基部９３１と板ばね部９３３とを機械的及び電気的に接続している。
【００９５】
　板ばね部９３３は、弾性を有する。板ばね部９３３は、カバー６２の上壁６２２の第１
切り欠き６２２１の側辺（右辺又は左辺）に対応する位置から、第１切り欠き６２２１と
離れる向きに延びている。板ばね部９３３の先端は、カバー６２を閉じたときにボディ６
１の上壁６１２に接触する（図９参照）。
【００９６】
　第４導電部材９４は、金属製である。図１４に示すように、第４導電部材９４は、半円
筒状の基部９４１と、基部９４１の上縁から上方に延びる一対の板状の連結部９４２と、
各連結部９４２の上縁から左又は右に延びる、計４つの板ばね部９４３と、を一体に有す
る。第４導電部材９４の形状は、第３導電部材９３の形状と同じである。
【００９７】
　第４導電部材９４の基部９４１は、中央に貫通孔が設けられている。第４導電部材９４
は、貫通孔に、カバー６２の後壁６２１の第１部分６２６の前面（内面）に形成された突
起が挿入されることにより、位置決めされる。また、第４導電部材９４の基部９４１は、
例えば貫通孔に突起が嵌め込まれることで、カバー６２に固定され、カバー６２と電気的
に接続されている。
【００９８】
　連結部９４２は、基部９４１と板ばね部９４３とを機械的及び電気的に接続している。
【００９９】
　板ばね部９４３は、弾性を有する。板ばね部９４３は、カバー６２の上壁６２２の第２
切り欠き６２２２の側辺（右辺又は左辺）に対応する位置から、第２切り欠き６２２２と
離れる向きに延びている。板ばね部９４３の先端は、カバー６２を閉じたときにボディ６
１の上壁６１２に接触する（図９参照）。
【０１００】
　図９に示すように、カバー６２を閉じた状態では、第３導電部材９３の板ばね部９３３
及び第４導電部材９４の板ばね部９４３によって、ボディ６１の上壁６１２とカバー６２
の上壁６２２とが接続される。これにより、ボディ６１とカバー６２との間の電気的な接
続を確保することが可能となり、ボディ６１とカバー６２との間の電磁シールド性を向上
させることが可能となる。
【０１０１】
　図１～図５に示すように、ボディ６１の前側には、合成樹脂で中空箱状に形成された化
粧カバー１１が取付けられる。化粧カバー１１の前壁の中央には、取付軸６３が挿通され
る円形状の貫通孔１１０が設けられている。
【０１０２】
　図１に示すように、化粧カバー１１の上壁には、ボディ６１の一対の組立突起６１２０
が嵌まる一対の組立孔１１１が形成されている。図２に示すように、化粧カバー１１の下
壁には、ボディ６１の一対の組立突起６１３０が嵌まる一対の組立孔１１２が形成されて
いる。化粧カバー１１は、組立孔１１１、１１２に、対応する組立突起６１２０、６１３
０を嵌め込むことで、ボディ６１に結合される。
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【０１０３】
　また、化粧カバー１１には、配線器具用の取付枠（ＪＩＳ　Ｃ　８３７５で規格化され
ている大角形連用コネクタの取付枠）に同軸ケーブル用コンセント１００を取り付けるた
めの、取付け金具１２が取り付けられている。同軸ケーブル用コンセント１００は、この
取付け金具１２と、例えば配線器具用の取付枠とを用いて、壁面に固定される。
【０１０４】
　上記の同軸ケーブル用コンセント１００を壁面に設置する際には、まず図１５に示すよ
うにカバー６２を開けた状態で、入力側同軸ケーブル２０の芯線２１を入力側端子収容部
１０２の貫通孔１０２０に挿通して入力側端子部２に接続する。また、送り側同軸ケーブ
ル４０の芯線４１を、送り側端子収容部１０３の貫通孔１０３０に挿通して送り側端子部
４に接続する。
【０１０５】
　そして、カバー６２を閉じて、カバー６２の貫通孔６２８０にねじ８１を通し、端子板
５のねじ孔５５にねじ８１を締め込む。これにより、カバー６２がボディ６１に固定され
る。このとき、入力側同軸ケーブル２０が第１保持凹部６２３１内で径方向に押圧されて
変形する。この結果、第１保持凹部６２３１が入力側同軸ケーブル２０で埋められる。ま
た、送り側同軸ケーブル４０が第２保持凹部６２３２内で径方向に押圧されて変形する。
この結果、第２保持凹部６２３２が送り側同軸ケーブル４０で埋められる。
【０１０６】
　この状態で、同軸ケーブル用コンセント１００が取り付けられた取付枠を、壁面に設置
する。そして、室内に露出される取付軸６３に出力側同軸ケーブル３０のＦ型コネクタを
接続し、芯線３１を筒状部３０２の挿通孔３０２０に挿通して出力側端子部３に保持させ
る。すると、入力側同軸ケーブル２０の芯線２１、送り側同軸ケーブル４０の芯線４１、
出力側同軸ケーブル３０の芯線３１が、回路基板７を介して接続される状態となる（図４
、図１６、図１７参照）。なお、図４では、入力側同軸ケーブル２０がボディ６１とカバ
ー６２とで挟まれて変形された状態を示しているが、もちろん、入力側同軸ケーブル２０
は変形しなくてもよい。同様に、送り側同軸ケーブル４０は変形しなくてもよい。
【０１０７】
　このように構成された同軸ケーブル用コンセント１００では、入力側同軸ケーブル２０
を入力側端子部２に接続した状態において、第１導体（芯線２１）、及び第２導体がハウ
ジング６の内部空間内に位置している。これにより、第１導体が、ハウジング６の外部空
間から電気的に絶縁される。したがって、同軸ケーブル用コンセント１００では、電磁シ
ールド性を向上させて、外部から入力側同軸ケーブル２０へのノイズの混入、及び入力側
同軸ケーブル２０から外部空間への電磁波の放出を、抑制することが可能となる。
【０１０８】
　また、送り側同軸ケーブル４０を送り側端子部４に接続した状態において、第３導体（
芯線３１）、及び第４導体がハウジング６の内部空間内に位置している。これにより、第
３導体が、ハウジング６の外部空間から電気的に絶縁される。したがって、同軸ケーブル
用コンセント１００では、電磁シールド性を向上させて、外部から送り側同軸ケーブル４
０へのノイズの混入、及び送り側同軸ケーブル４０から外部空間への電磁波の放出を、抑
制することが可能となる。
【０１０９】
　また、同軸ケーブル用コンセント１００では、送り配線方式に必要な電気回路を備えた
回路基板７が、ハウジング６の内部空間に収容されている。したがって、送り配線方式を
可能としながら、外部から回路基板７の電気回路へのノイズの混入を、抑制することが可
能となる。
【０１１０】
　また、ボディ６１とカバー６２との間には、導電部材９（第１導電部材９１～第４導電
部材９４）が配置されている。すなわち、ボディ６１とカバー６２との間の隙間が、導電
部材９によって塞がれる。導電部材９は、入力側同軸ケーブル２０の延長方向から見て入
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力側端子部２が配置される第１空間（図７における右側の空間）に配置される、第１導電
部材９１、第３導電部材９３を備えている。導電部材９は、更に、第１空間に隣り合う第
２空間（図７における左側の空間）に配置される第２導電部材９２、第４導電部材９４を
備えている。これにより、同軸ケーブル用コンセント１００の電磁シールド性が更に向上
する。また、導電部材９（板ばね９１１１、９１２１、９２１１、９２２１、板ばね部９
３３、９４３）が弾性を有しているため、導電部材９又は他の部材に寸法誤差があっても
、導電部材９の弾性によって寸法誤差を吸収することができる。
【０１１１】
　また、ボディ６１とカバー６２とを結合する結合構造８は、単一のねじ８１を備える。
ねじ８１によって端子板５とカバー６２と結合することで、ボディ６１とカバー６２とが
結合される。これにより、同軸ケーブル用コンセント１００に入力側同軸ケーブル２０及
び送り側同軸ケーブル４０を接続する際の、施工性が向上する。
【０１１２】
　（２）実施形態２
　本実施形態に係る同軸ケーブル用コンセント２００について、図１８～図２１を参照し
て説明する。
【０１１３】
　本実施形態の同軸ケーブル用コンセント２００は、送り配線方式に用いられる端末用の
テレビコンセントである。本実施形態の同軸ケーブル用コンセント２００は、特に、送り
側端子部４を備えておらず、回路基板７の電気回路が終端回路（終端抵抗又はアッテネー
タ）を備えている点で、実施形態１の同軸ケーブル用コンセント１００と相違する。本実
施形態の同軸ケーブル用コンセント２００において、実施形態１の同軸ケーブル用コンセ
ント１００と同様の構成については、同一の符号を付して適宜説明を省略する。
【０１１４】
　図２０に示すように、本実施形態の同軸ケーブル用コンセント２００は、基本的には、
実施形態１の同軸ケーブル用コンセント１００と共通の部品を備えている。また、ハウジ
ング６等の寸法も、実施形態１の同軸ケーブル用コンセント１００と共通である。ただし
、本実施形態の同軸ケーブル用コンセント２００では、端子板５に挿通孔５４が形成され
ていない。また、絶縁カバー１０は、送り側端子収容部１０３が形成されておらず、カバ
ー６２には第２保持凹部６２３２が形成されていない。
【０１１５】
　より詳細には、同軸ケーブル用コンセント２００は、図１８～図２１に示すように、入
力側端子部２と、出力側端子部３と、を備えている。入力側端子部２には、テレビ信号入
力用の同軸ケーブル（入力側同軸ケーブル）２０の芯線２１が接続される。なお、実施形
態１の同軸ケーブル用コンセント１００の送り側端子部４に接続された送り側同軸ケーブ
ル４０が、本実施形態では入力側同軸ケーブル２０として入力側端子部２に接続される。
【０１１６】
　また、本実施形態の同軸ケーブル用コンセント２００は、端子板５と、ハウジング６と
、回路基板７と、を更に備えている。
【０１１７】
　端子板５は、第１端子台５１を含み、金属板により形成されている。
【０１１８】
　第１端子台５１は、入力側端子部２と電気的に絶縁されている。第１端子台５１は、入
力側同軸ケーブル２０の第１導体（芯線２１）が入力側端子部２に挿入された状態におい
て、入力側同軸ケーブル２０の第２導体と接触する。
【０１１９】
　ハウジング６は、金属製である。ハウジング６は、入力側端子部２、及び端子板５を収
容する内部空間を有する。ハウジング６は、端子板５と電気的に接続されている。
【０１２０】
　回路基板７は、入力側端子部２と電気的に接続されている。回路基板７は、出力側端子
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部３と電気的に接続されている。入力側端子部２と出力側端子部３とは、回路基板７の導
体を介して電気的に接続されている。回路基板７は、ハウジング６の内部空間に収容され
ている。回路基板７には回路部品７１が実装されており、回路部品７１及び回路基板７上
に形成された導体で、電気回路が形成されている。電気回路は、例えば、入力側端子部２
に接続される配線の特性インピーダンスと整合するための終端回路等を含む。
【０１２１】
　ハウジング６は、ボディ６１とカバー６２とを備える。
【０１２２】
　ボディ６１は、一面に開口を有する中空箱状に形成されている。入力側端子部２及び端
子板５は、ボディ６１の開口から露出している。
【０１２３】
　カバー６２は、結合構造８によって、ボディ６１に結合される。カバー６２は、入力側
端子部２、端子板５、及びボディ６１の開口を覆うように、ボディ６１に結合される。本
実施形態の結合構造８は、単一のねじ８１を含む。また、カバー６２は、入力側同軸ケー
ブル２０の第１導体が入力側端子部２に接続された状態において、入力側同軸ケーブル２
０の第１導体及び第２導体を覆う。
【０１２４】
　なお、カバー６２の下壁６２３には、第１保持凹部６２３１が形成されているが、第２
保持凹部６２３２（図２、図３参照）は形成されていない。ただし、カバー６２の上壁６
２２には、第１切り欠き６２２１及び第２切り欠き６２２２の両方が形成されている。更
に、第１切り欠き６２２１に対応する位置に第３導電部材９３が配置され、第２切り欠き
６２２２に対応する位置に第４導電部材９４が配置されている。
【０１２５】
　本実施形態の同軸ケーブル用コンセント２００は、上記のように終端回路を備えた回路
基板７を備えているので、送り配線方式の端末（終端）として用いることが可能となる。
また、同軸ケーブル用コンセント２００は、入力側同軸ケーブル２０の第１導体を入力側
端子部２に接続した状態において、電磁波に対するシールド性を向上させることが可能と
なる。
【０１２６】
　同軸ケーブル用コンセント２００は、入力側端子部２が配置される第１空間（図１９に
おける右側の空間）に配置される第１導電部材９１、第３導電部材９３を備えている。本
実施形態の同軸ケーブル用コンセント２００は、さらに、第１空間に隣り合う第２空間（
図１９における左側の空間）に配置される第２導電部材９２、第４導電部材９４を備えて
いる。これにより、同軸ケーブル用コンセント１００の電磁シールド性が更に向上する。
【０１２７】
　（３）変形例
　上述の実施形態は、本開示の様々な実施形態の一つに過ぎない。上述の実施形態は、本
開示の目的を達成できれば、設計等に応じて種々の変更が可能である。
【０１２８】
　同軸ケーブル用コンセント１００、２００において、出力側端子部３は１個に限られず
、複数設けられていてもよい。この場合、ボディ６１に複数の取付軸６３が形成される。
また、実施形態１の同軸ケーブル用コンセント１００において、送り側端子部４は１個に
限られず、複数設けられていてもよい。この場合、回路基板７に複数の分岐回路が設けら
れ、端子板５に複数の挿通孔５４及び第２端子台５２が設けられ、カバー６２に複数の第
２保持凹部６２３２が設けられる。
【０１２９】
　導電部材９は、ボディ６１、カバー６２、又は端子板５と一体に設けられていてもよい
。例えば、導電部材９は、ボディ６１及び／又はカバー６２及び／又は端子板５から突出
する突部であってもよい。導電部材９は、必ずしも弾性を有していなくてもよい。
【０１３０】
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　結合構造８は単一のねじ８１に限られず、ボディ６１に対してカバー６２を開け閉め可
能に結合できればよく、例えばボディ６１とカバー６２とに設けられて互いに嵌まり合う
嵌合構造等でもよい。
【０１３１】
　ねじ８１は、第１端子台５１及び第２端子台５２を備えた端子板５にねじ止めされなく
てもよい。すなわち、ねじ８１は、第１端子台５１及び第２端子台５２とは別体であって
ボディ６１に結合された受け部材に結合されたり、ボディ６１に直接結合されたりしても
よい。
【０１３２】
　カバー６２は、ボディ６１に対して支軸６２６０の周りで回転する構造でなくてもよい
。例えば、カバー６２の側壁に突条が設けられ、ボディ６１の側壁に突条が嵌まる溝が設
けられており、ボディ６１の溝に沿ってカバー６２をスライドさせることで、カバー６２
がボディ６１の開口を塞ぐ構造等であってもよい。
【０１３３】
　同軸ケーブル用コンセント１００、２００の用途は、テレビコンセントに限られず、複
数の任意の機器を同軸ケーブルにより送り配線方式で接続する任意のシステムに、用いら
れてもよい。
【０１３４】
　（４）態様
　以上説明した実施形態及び変形例から明らかなように、第１の態様の同軸ケーブル用コ
ンセント（１００、２００）は、入力側端子部（２）と、端子台（５１）と、ハウジング
（６）と、回路基板（７）と、を備える。入力側端子部（２）には、第１導体及び第２導
体を有する入力側同軸ケーブル（２０）のうちの第１導体が接続される。端子台（５１）
は、入力側端子部（２）と電気的に絶縁されている。端子台（５１）は、第１導体が入力
側端子部（２）に接続された接続状態において、入力側同軸ケーブル（２０）の第２導体
と接触する。ハウジング（６）は、金属製である。ハウジング（６）は、端子台（５１）
と電気的に接続されている。ハウジング（６）は、入力側端子部（２）及び端子台（５１
）を収容する内部空間を有する。回路基板（７）は、入力側端子部（２）と電気的に接続
されている。回路基板（７）は、ハウジング（６）の内部空間に収容されている。ハウジ
ング（６）は、ボディ（６１）と、カバー（６２）と、を備える。ボディ（６１）は、入
力側端子部（２）及び端子台（５１）が露出する開口を有する。カバー（６２）は、結合
構造（８）によってボディ（６１）と結合される。カバー（６２）は、接続状態における
入力側同軸ケーブル（２０）の第１導体及び第２導体を覆い、かつボディ（６１）の開口
を覆うように、ボディ（６１）と結合される。
【０１３５】
　この態様によれば、入力側同軸ケーブル（２０）を入力側端子部（２）に接続した状態
において、第１導体（芯線２１）、及び第２導体がハウジング（６）の内部に収納されて
いる。したがって、電磁シールド性を向上させて、外部から入力側同軸ケーブル（２０）
へのノイズの混入、及び入力側同軸ケーブル（２０）から外部空間への電磁波の放出を、
抑制することが可能となる。また、送り配線方式に必要な電気回路（増幅回路、分岐回路
、終端回路等）を備えた回路基板（７）が、ハウジング（６）の内部に収納されている。
したがって、送り配線方式を可能としながら、回路基板（７）の電気回路へのノイズの混
入及び回路基板からの信号の漏洩を、抑制することが可能となる。すなわち、送り配線方
式に用いられ、電磁波に対するシールド性を確保することが可能な同軸ケーブル用コンセ
ント（１００、２００）を提供することが可能となる。
【０１３６】
　第２の態様の同軸ケーブル用コンセント（１００、２００）は、第１の態様において、
ボディ（６１）と端子台（５１）とのうちの少なくとも一方と、カバー（６２）と、の間
に配置される導電部材（９）を、更に備える。
【０１３７】
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　この態様によれば、ボディ（６１）とカバー（６２）との間の隙間、及び／又は端子台
（５１）とカバー（６２）との間の隙間が、導電部材（９）によって塞がれる。これによ
り、同軸ケーブル用コンセント（１００、２００）の電磁シールド性が更に向上する。
【０１３８】
　第３の態様の同軸ケーブル用コンセント（１００、２００）は、第２の態様において、
導電部材（９）は、弾性を有する。
【０１３９】
　この態様によれば、導電部材（９）と他の部材（ボディ６１、カバー６２）とを確実に
接触させることが可能となり、電磁シールド性が更に向上する。
【０１４０】
　第４の態様の同軸ケーブル用コンセント（１００、２００）は、第２又は第３の態様に
おいて、以下のように構成される。すなわち、ハウジング（６）の内部空間は、接続状態
における入力側同軸ケーブル（２０）の延長方向から見て、入力側端子部（２）が配置さ
れる第１空間と第１空間に隣り合い入力側端子部（２）が配置されない第２空間とを含む
。導電部材（第２導電部材９２、第４導電部材９４）は、第２空間におけるボディ（６１
）とカバー（６２）との間にある。
【０１４１】
　この態様によれば、第２空間において、ボディ（６１）とカバー（６２）との間の隙間
が、導電部材（第２導電部材９２、第４導電部材９４）によって塞がれる。これにより、
同軸ケーブル用コンセント（１００、２００）の電磁シールド性が更に向上する。
【０１４２】
　第５の態様の同軸ケーブル用コンセント（１００、２００）は、第１～第４のいずれか
の態様において、端子台（５１）は、ボディ（６１）に結合されている。結合構造（８）
は、端子台（５１）とカバー（６２）とを結合することでボディ（６１）とカバー（６２
）とを結合する。
【０１４３】
　この態様によれば、カバー（６２）が端子台（５１）に結合されるので、カバー（６２
）を結合するための他の部材（例えば、端子台５１とは別体である、ねじ受けのための台
座）が必要な場合に比べて、施工性が向上する。
【０１４４】
　第６の態様の同軸ケーブル用コンセント（１００、２００）は、第１～第５のいずれか
の態様において、結合構造（８）は、単一のねじ（８１）を含む。
【０１４５】
　この態様によれば、ボディ（６１）とカバー（６２）とを単一のねじ（８１）で結合す
ることが可能となり、施工性が向上する。
【０１４６】
　第７の態様の同軸ケーブル用コンセント（１００）は、第１～第６のいずれかの態様に
おいて、送り側端子部（４）と第２端子台（５２）とを更に備える。送り側端子部（４）
には、第３導体及び第４導体を有する送り側同軸ケーブル（４０）のうちの第３導体が接
続される。第２端子台（５２）は、端子台（第１端子台５１）と電気的に接続されている
。第２端子台（５２）は、第３導体が送り側端子部（４）に接続された状態において、送
り側同軸ケーブル（４０）の第４導体と接触する。送り側端子部（４）及び第２端子台（
５２）は、ハウジング（６）の内部空間に収納される。
【０１４７】
　この態様によれば、送り配線方式の送り配線用（中継用）の同軸ケーブル用コンセント
を提供することが可能となる。
【０１４８】
　第８の態様の同軸ケーブル用コンセント（１００、２００）は、第１～第７のいずれか
の態様において、回路基板（７）は、ボディ（６１）の内壁に隣接する部分で、導電性を
有する結合部によってボディ（６１）に結合されている。
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　この態様によれば、同軸ケーブル用コンセント（１００、２００）の電磁シールド性が
更に向上する。
【０１５０】
　第９の態様の同軸ケーブル用コンセント（１００、２００）は、第１～第８のいずれか
の態様において、入力側端子部（２）と端子台（５１）との間に位置し入力側端子部（２
）と端子台（５１）とを電気的に絶縁する絶縁カバー（１０）を更に備える。
【０１５１】
　この態様によれば、入力側端子部（２）と端子台（５１）とを電気的に絶縁して、入力
側同軸ケーブル（２０）の信号伝送特性を向上させることが可能となる。
【０１５２】
　第１０の態様の同軸ケーブル用コンセント（１００、２００）は、第１～第９のいずれ
かの態様において、出力側端子部（３）を更に備える。出力側端子部（３）は、回路基板
（７）と電気的に接続され、ボディ（６１）において開口と対向する面に形成された貫通
孔から露出し、出力側同軸ケーブル（３０）の芯線（３１）が電気的に接続される。
【０１５３】
　この態様によれば、ボディ（６１）において、入力側端子部（２）とは反対側に出力側
端子部（３）が配置されるので、入力側同軸ケーブル（２０）及び出力側同軸ケーブル（
３０）を接続する際の施工性が向上する。
【符号の説明】
【０１５４】
　１００、２００　同軸ケーブル用コンセント
　２　入力側端子部
　２０　入力側同軸ケーブル
　２１　芯線（第１導体）
　２１０　外部導体（第２導体）
　３　出力側端子部
　３０　出力側同軸ケーブル
　３１　芯線
　４　送り側端子部
　４０　送り側同軸ケーブル
　４１　芯線（第３導体）
　４１０　外部導体（第４導体）
　５１　端子台（第１端子台）
　５２　第２端子台
　６　ハウジング
　６１　ボディ
　６２　カバー
　７　回路基板
　８　結合構造
　８１　ねじ
　９　導電部材
　１０　絶縁カバー
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